
令和６年３月

（株）公論出版 編集部

『乙種４類 危険物取扱者試験　令和６年版』
に関するお詫びと訂正のご案内

　『乙種４類 危険物取扱者試験　令和６年版』の内容について誤りがありましたことを、心よりお詫び

申し上げます。以下の通り訂正致しますので、お手持ちの本書に加筆訂正をお願い致します。

　ご迷惑をおかけ致しまして誠に申し訳ございません。

　よろしくお願い申し上げます。

初 版

P28
▶解説

更新：
[2024.01.26]

誤

〔問６〕正解…５（Ｅ）
「�製造所等の位置、構造又は設備を〈Ⓐ 変更する場合〉において、当該製造所等のう
ち当該変更の〈Ⓑ 工事に係る部分以外の部分の全部又は一部〉について〈© 市町村
長等の承認〉を受けたときは、〈Ⓔ 完成検査を受ける前〉においても、仮に使用する
ことができる。変更の許可と仮使用は〈Ⓔ 同時に申請することができる。〉」

正

〔問６〕正解…５（Ｅ）
「�製造所等の位置、構造又は設備を〈Ⓐ 変更する場合〉において、当該製造所等のう
ち当該変更の〈Ⓑ 工事に係る部分以外の部分の全部又は一部〉について〈© 市町村
長等の承認〉を受けたときは、〈Ⓓ 完成検査を受ける前〉においても、仮に使用する
ことができる。変更の許可と仮使用は〈Ⓔ 同時に申請することができる。〉」

P153
■所要単位
と能力単位

更新：
[2024.01.17]

誤

◎�能力単位とは、所要単位に対応する消火設備の消火能力の基準の単位をいう。

製造所等の構造及び危険物 １所要単位当たりの数値

製造所
取扱所

耐火構造 延べ面積 100m2

延べ面積 50m2

貯蔵所
耐火構造 延べ面積 150m2

不燃材料 延べ面積 75m2

～省略～

正

◎�能力単位とは、所要単位に対応する消火設備の消火能力の基準の単位をいう。

製造所等の構造及び危険物 １所要単位当たりの数値

製造所
取扱所

耐火構造 延べ面積 100m2

不燃材料 延べ面積 50m2

貯蔵所
耐火構造 延べ面積 150m2

不燃材料 延べ面積 75m2

～省略～



初版及び初版二刷

P66
■�定期点検の

対象施設

更新：
[2024.03.04]

追
加

  ※�以下は定期点検の対象から除く。
　　①�火薬類取締法の規定による危害予防規程を定めている製造所等
　　②�鉱山保安法の規定による保安規程を定めている製造所等
　　③�指定数量の倍数が30以下で、かつ、引火点が40℃以上の第四類の危険物のみを

容器に詰め替える一般取扱所（←追加）

P68
【１】

更新：
[2024.03.04]

誤

【問１�】法令上、次のＡ～Ｅの製造所等のうち、定期点検を義務づけられていないも

ののみをすべて掲げているものはどれか。ただし、鉱山保安法による保安規程

または火薬類取締法による危害予防規程を定めている製造所等を除く。

１�．ＡとＢ

２�．ＡとＣ

３�．ＢとＣ

４�．ＣとＤ

５�．C とＥ

Ａ．指定数量の倍数 100 のエタノールを貯蔵する屋内貯蔵所
Ｂ．指定数量の倍数 30 の灯油を容器に詰め替える一般取扱所
Ｃ．指定数量の倍数 100 の重油を貯蔵する屋外タンク貯蔵所
Ｄ．指定数量の倍数 10 のアセトンを製造する製造所
Ｅ．指定数量の倍数 100 の軽油を貯蔵する屋外貯蔵所

正

【問１�】法令上、次のＡ～Ｅの製造所等のうち、定期点検を義務づけられているもの

のみをすべて掲げているものはどれか。ただし、鉱山保安法による保安規程ま

たは火薬類取締法による危害予防規程を定めている製造所等を除く。

１�．ＡとＢ

２�．ＡとＣ

３�．ＢとＣ

４�．ＣとＤ

５�．ＤとＥ

Ａ．指定数量の倍数 100 のエタノールを貯蔵する屋内貯蔵所
Ｂ．指定数量の倍数 30 の灯油を容器に詰め替える一般取扱所
Ｃ．指定数量の倍数 100 の重油を貯蔵する屋外タンク貯蔵所
Ｄ．指定数量の倍数 10 のアセトンを製造する製造所
Ｅ．指定数量の倍数 100 の軽油を貯蔵する屋外貯蔵所

P70
▶解説
【１】

更新：
[2024.03.04]

誤

〔問１〕正解…２（ＡとＣ）
Ａ�．指定数量の倍数が 150以上の屋内貯蔵所が対象となる。⇒ 不要
Ｂ�．指定数量の倍数が 10以上、または地下タンクを有する一般取扱所が対象となる。

～省略～

正

〔問１〕正解…５（ＤとＥ）
Ａ�．指定数量の倍数が 150以上の屋内貯蔵所が対象となる。⇒ 不要
Ｂ�．指定数量の倍数が30以下で、かつ、引火点が40℃以上の第四類の危険物のみ
を容器に詰め替える一般取扱所。⇒不要

～省略～


